
山積みの丸太の乾き具合を測る！
（はい積み丸太の乾燥管理手法）

2020

こんなことが出来ます！
応力波伝播時間計測により、山積みの丸太の乾燥状況を
はいを崩さないで計測できます。
労力や時間を大幅に削減できます。
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

　はい積みの状態で、丸太の木口間の応力波伝
播時間（SPT）を定期計測。乾燥試験における人
手と時間の大幅な削減を実現しました。

　原木ヤードや山土場での丸太の乾燥試験では、1
本ずつ重量を測定するため、手間と機材が必要でし
た。また、山積みに復旧することが困難なので、大規
模なはい積みでの乾燥試験が不可能でした。

１）所　　属／鳥取県林業試験場
２）担当者名／木材利用研究室　上席研究員　桐林 真人
３）電話番号／０８５８－８５－６２２１
４）E -ma i l／kiribayashi-m@pref.tottori.lg.jp

　燃料用チップの原木ヤードでの原木乾燥管理に活用で
きます。

　SPT計測器「FAKOPP」を用い、はい積み状態の丸太の両木口間でSPTを定期的に計測します。丸太の乾
燥による水分減少に伴ってSPT値も減少するため、計測した値を期首値と比較することで丸太の乾燥の進行
状況を精度良く推定することが出来ます。

開発者からの
メッセージ

　燃料用チップの生産には原木丸太の乾燥が不可欠ですが、丸太毎の重量計測は困難なので、
積み方等の違いによる丸太の乾燥状況が不明でした。この手法を開発したことで、実際のはい
積み状態での乾燥経過を調べることができ、乾燥効率の良いはい積み方法を提案することが出
来ました。

適用分野、アイデア
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計測日（2015～2016）
SPT計測で推定した丸太の重量の推移（70本の平均）FAKOPPを用いた両木口間のSPT計測

桟木有り

桟木無し

　今回開発した「スギ厚板耐力壁」は、スギ厚板とヒノキダボがそのまま意匠
となり、木の風合い・香り・手触りを楽しむことができる壁です。
　是非、木造住宅の耐震部材の一つとしてご活用ください。

2018

こんなことが出来ます！

県産材（スギ厚板、ヒノキ片）をふんだんに使った、
木の香りのする木造住宅用の耐力壁を開発しました。
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

開発者からのメッセージ

　壁材料（スギ厚板、ヒノキ片）を、強度や密度で選別し
使用することで、耐震性能の安定化に成功。さらにこの
試験結果を用いて、壁倍率が国土交通大臣認定の2.2
倍を取得（H29.4.13）し、新築住宅の耐力壁として使
用できるようになりました。

　化粧目的でスギ板を横向きに張った壁は、
地震や風などの横方向の力に弱い。スギ板
を木小片（ダボ）で連結することで、板の横
ズレに抵抗できるが、耐震性能は安定しな
かった。

１）所　　属／鳥取県林業試験場
２）担当者名／木材利用研究室　主任研究員　森田　浩也
３）電話番号／０８５８－８５－６２２１
４）E -ma i l／moritahr@pref.tottori.lg.jp

　今回認定を受けた耐力壁は、厚さ3cmのスギ板（縦21cm、横182cm）を、ヒノキダボ（ヒノキ片）と
釘で連結して壁にしたもので、安定した耐震性能を発揮するとともに、地震や風などの横方向の力を受
けるとヒノキ片が抵抗しながら変形して揺れの力を吸収し、壁の破壊を防ぐものである。

県産スギ厚板を用いた地震に強い壁
（スギ厚板耐力壁　商標：とりかべ）

適用分野、アイデア
　耐力壁として、新築住宅への施工や耐震リフォー
ム、被災後の改修に活用できます。

スギ厚板（3cm厚）

ヒノキダボ 地震による大きな力

2.2tの荷重をかけて
も、ヒノキダボが変
形することで、地震
力を吸収し、壁は破
壊しない

▲スギ厚板大壁工法
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